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平成 27年度 校区まちづくり懇談会 意見交換要点筆記 

テーマ：まち・ひと・しごと創生について 

小学校区：古島小 

開催場所：古島小学校体育館 

日 時：11月 4日（水） 19：30～ 

参加人数： 63人 

 

【出席者】 

市長、副市長、教育長、部長職 

【内 容】 

１．開会 

2．市長あいさつ 

３．地元代表あいさつ 

４．筑後市における人口の現状と将来推計について 

５．意見交換 

質問① 

男性Ａ 

（１）古島校区の懇談会は最後になったが、前年と比べて多いのか少ないのか。 

（２）まちづくり懇談会の案内チラシがカラーで印刷されていたが、あんなに費用の

かかるものにしなくてもよかったのではないか。 

（３）ソフトバンクが来年、何試合あって観客動員がどれくらいあって、経済効果はど

れくらいあるのか。古島校区にどれくらい恩恵があるのかないのか。古島校区は児

童が減少している。田園地帯で宅地がない。アパートも家も建てるところがないの

で、古島小学校の児童数も減少し、将来はどうなるのか。ソフトバンクで古島校区に

どういうメリットがあるのか。 

（４）マイナンバーについて、わかりにくいので、他の自治体では公民館単位での説

明会や小冊子の配布をしているところがある。筑後市は 9 月 15 日に回覧板で知ら

せているという。それでいいのか。説明会や小冊子を作る予定はないのかと尋ねる

と、ありませんという返事。振込詐欺などが多いし、何のメリットもないので自分は受

け取り拒否するつもり。企業に出す必要もないし身分証明書としての必要もない。

紙切れ一枚届いても高齢者はわからない。公民館での説明会や小冊子など家で

ゆっくり見られるものを作るべき。買い物でカードを出す、いろんなところで出すの

で、落とさないで下さいと言うのは無理な相談。小さなところまでの説明を紙切れで
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なくきちんとすべき。 

（5）就学援助はどうなっているのか。 

（6）議会だよりの中に、他の自治体では、何日には誰が出席して、どの議案に賛成

した、反対したという一覧表が添付されている。筑後市では、そのような情報を載せ

る予定はないか。 

回答① 

総務 

部長 

(1)(2)(4)

につい

て 

まちづくり懇談会の参加者数は、ほぼ前年度と同じくらい。 

案内チラシは、今回は人口の現状をグラフで示すなど、特に、色付きの方が分

かり易いため、カラーとした。当然、経費節減は考えていく必要があるが、今回は、

そのような判断で色付きとした。 

マイナンバー制度については法律で決まっていること。広報で数ヵ月にわたって

特集を組んできた。受け取り拒否の場合市役所で保管する。マイナンバーカードを

受け取り拒否しても、番号そのものは、個人に必ず割り当てられて、税や社会保障

等に利用される。今後何らかの手続きを行う場合に番号が必要となってくるため、

今は、とにかく絶対なくさない、他人に見せないことをお願いしている。 

建設経

済部長 

(3)に 

ついて 

ソフトバンクが来ることによって、どれくらいのメリットがあるのかを金額で示すこと

は難しい。答えられるのは、２軍戦の公式試合が 50試合程度、３軍戦が 37試合程

度ある、合計９０試合程度がファーム本拠地で開催される。ソフトバンク側の話によ

れば、平日の試合で約 600 人、平日ナイターで 1,100 人程度、土日で 1,500～

1,600 人と試算されている。経済効果であるが、ホークスベースボールパーク筑後

をマスコミ等でも大々的に報道してもらった。このようなＰＲ効果がどの程度あるかは

分からないが、他の市と比べて筑後市は元気なまちだと、市民の活力的な意味で

発信できている効果がある。また、子ども達の青少年育成の面でも効果がでている

と考えている。 

教育委

員会次

長(5)に 

ついて 

就学援助の中身は二つあり、要保護と準用保護がある。この両者を合わせた数

字では、小学校が 10％後半くらいで中学校が 12％程度と把握している。 

議会事

務局長 

(6)に 

ついて 

当市の議会だよりは、市議会議員のなかで構成された議会だより編集委員会で

編集している。何を載せるという決まりはないため、それぞれの自治体が任意に編

集しており、当市の場合は、議員の出欠、議案に対する賛否の状況は、記載しな

いという方針で編集委員会のなかで進めている。但し、より開かれた議会を目指し

ているため、今後、他市の議会だよりの良いところや、市民の方の要望を取り入れ

ていくことは可能と思われるが、今日、この場でこうやりますと、私の立場では明言

できない。 
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質問③ 

男性Ｃ 

(1)民生委員として独居老人を回る時に、切羽詰まった相談を受ける。現在３区域を

みているが、多い人は４区域をみている。自分の地域だと子どもの事などもわかる

が、隣やその隣の区域だと顔もわからない。行政区にひとりずつ民生委員を配置し

てほしい。そうすればもっと細かな対応ができる。民生委員の専門部会や定例会で

要望したが、前向きな回答がもらえなかった。 

ひとりでは対応できないので社会福祉の方と一緒に訪ねるが、話を聞くのに１時間

位かかる。話し相手が欲しいからだと思う。これからはそういう部分の対応が必要に

なってくるし、入り込むとどんどん深くなる。独居老人の心のケアを民生委員がする

のではなく、そこまで入って行くのは、かなりのことだということ。 

(2)井上から井田までの通りは速度規制 30ｋｍになっているが、通勤時間帯の朝夕

は30ｋｍを超えて走行している。安全ゾーンができないか。かまぼこ状の段差などあ

るが、そこまでは言わないがお願いしたい。要望を出すのでやり方を教えて欲しい

と言っているが返答がない。 

(3)補助事業で公民館のバリアフリー化等ができた。希望として、昔のような年寄りの

拠り所となる店が、行政区にひとつは欲しい。買物するところもないし、拠り所を作っ

ていくことが必要と考えるが、進めるにあたってどこの部署に相談したらよいのか。 

回答③ 

市長 

民生委員の方々には周りの方のお世話をして頂き感謝申し上げる。市内に 76の

行政区があるが、民生委員の数は 100 名弱いる。自分が住んでいる赤坂行政区は

世帯数が多いため 4 人いらっしゃる。特に独居老人が心配でくまなく回るのは大変

だと思うので、行政区の役員の方々の力を借りて、一緒にやれる方法を模索するな

ど検討していく必要がある。 

質問② 

男性Ｂ 

 若年女性人口の減少率推計について、筑後市の減少率が 30％であるのに対し

て、近隣の大木町は 24.9％と低い。結婚しようとする若い人と話をして、住むにはど

こがいいかを相談すると大木町という声をよく耳にする。同様に広川町も 20.7％と減

少幅が少ない。大木町と広川町の減少率が低い理由が分析できていれば教えてほ

しい。 

回答② 

企画

財政

課長 

詳細な分析はできていないが、大木町、広川町は比較的出生率も高いので、子

育て支援に対する施策が充実しているのではと考えられる。大木町は西鉄沿線で

交通の便がよく、広川町は工業団地があるため、若い人が流入しているのではと考

える。 
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総務 

部長 

(1)に

ついて 

民生委員は厚生労働大臣の委嘱という形になっている。国の基準は概ね 200 世

帯に 1 人という基準で市長が推薦をする。これまでも増員の要望を受けて県に対し

て毎年増員を要望しているが了解を頂けない状況。児童委員も含めて、手厚くやる

ためには増やした方がいいと思っているので増員要望は継続的に行っている。社

会福祉協議会で福祉委員、福祉連絡員制度を作ってあるので、高齢者支援の面

では民生委員以外にこちらでも対応したい。要望を出していることはご理解いただ

きたい。 

民生委員にしわ寄せがいくのは高齢者施策としては正しくない。介護保険制度

の中でも地域包括ケアシステムの構築が求められており、これは地域のなかで見守

りや支援をしていこうという取り組み。独居老人を誰も知らないという状況は無くして

いく取り組みを進めるようになっている。このような仕組みを提起しながら、民生委員

さんだけにしわ寄せがいかないよう考えている。 

建設 

経済 

部長 

(2)に 

ついて 

ゾーン 30 に取り組んでいて、実施済の箇所は羽犬塚駅前である。地域・警察と

協力してゾーンを設定している。今年の計画は、筑後小学校区の国道 209 号の東

側、国道 442 号の南側について、筑後校区のコミュニティ協議会と市と警察とで協

議をしながら設定する。その次はどこかということは決まっていない。道路課に来て

頂ければ説明できる。 

市民

生活

部長 

(3)に 

ついて 

地域の核として公民館が高齢者をケアする場所となる。ここにケアする人、世話

をする人が必要になってくる。例えば 1 回 100 円ほどでお茶とお菓子を出すなどし

ているところもある。地域で高齢者を支えていこうという意識、元気な方もそうでない

方もお互い寄り合うというのが重要になってくる。相談先としては、高齢者支援課が

窓口となるので、考え方を話して頂き、どういう方法があるのか他の自治体の情報な

ども紹介できると考える。 

市長 

(3)に 

ついて 

行政で何か手当できればよいのだろうが、校区コミュニティでどこまでやるのか知

恵を出して、このような方針で自分たちはやっていくので、この部分は市で支援して

もらえないかという形で提案して頂ければと考える。 

コミュニティ協議会で是非検討して頂きたい。 

 

６．閉会 

 

 


